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決算審査
　　特別委員会

９月定例会議
６人の議員が一般質問

くりやまやま議  会議  会　　
だよだよりり

令和 7 年令和 7 年
11 月１日11 月１日

発行発行

栗山町議会 HP

Topic 01　…P2…P2 Topic 02　…P7~…P7~ Topic 03　…P18…P18

会長会長　木藤　浩二　　木藤　浩二　さんさん
くりやまネイポジポカード会くりやまネイポジポカード会

議員の報酬に関する
　　　調査特別委員会

ー町民意見を公募しますー
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　     ３億    ５，１０７万円黒字
詳しい決算状況は、冊子「グラフと写真でみる、まちの決算と財
政状況」をご覧ください。町ホームページに掲載されています。

町 HP 決算概要

昨年と比べて…増加基金（貯金）基金（貯金）の状況（全会計）

商工費、議会費、労働費等

農業振興や有害鳥獣対策
にかかったお金

学校運営や公共
施設等の管理に
かかったお金

国や金融機関から借
り入れた資金の返済
に充てられたお金

消防の運営に
かかるお金

※次年度実施する事業財源を差し引いた実質収支額

歳　出
一般会計合計
134 億134 億

8,660 万円8,660 万円

衛生費
27.3％

予防接種・健診・
ごみ処理等にか
かったお金

総務費
19.0％

庁舎管理や地域振
興にかかったお金

民生費
16.2％

高齢者・障がい者福
祉や保育園・子ども
医療費助成などにか
かったお金

土木費
11.1％

道路や公営住宅な
どの整備、除排雪
にかかったお金

公債費
8.4％

教育費
7.6％

農林水産業費
4.3％

消防費
3.4％

その他
2.7％

38 億 657 万円
町民１人

あたり 約 36 万円
( 昨年   約 34 万円 )
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令和 6 年度各会計決算審査特別委員会令和 6 年度各会計決算審査特別委員会

　     ３億    ５，１０７万円黒字
　令和７年９月定例会議において、令和６年度各会計歳入歳出決算の認定についてが提案されました。こ
れに伴い、各会計決算審査特別委員会を設置し、特別委員会に付託して審査をすることを決め、９月９日
から１１日の３日間の集中審議ののち、本会議において採決を行った結果、９つすべての会計を「認定す
べきもの」と決定しました。

町債（借金）町債（借金）の状況 ( 全会計 )

( 昨年   約 166 万円 )

昨年と比べて…増加

209 億 1,740 万円
町民１人

あたり  約 199 万円

ふるさと納税等で
寄附されたお金や
施設使用料、各種
証明書手数料など
のお金

他のどの区分にも
含まれない様々な
お金

前年度から持ち越
されたお金

事業に対する国から
の補助金など

国などから借り
入れたお金

事業に対する道から
の補助金など　

町民の皆さんから
納められた税金

税収の一部を道から町に
交付されたお金

地方消費税の一部を道から町に
交付されたお金

地方交付税
29.4％

（※ 1）（※ 1）自主財源
19.6%

（※ 2）（※ 2）依存財源
80.4％

歳　入
一般会計合計
139 億139 億

1,057 万円1,057 万円

（※１）自主財源…町が独自で確保できる財源。町税、
　　　　　　　    使用料、手数料、寄附金など。

（※ 2) 依存財源…国や道から交付されたり、割り当  
　　　　　　　    てられたりする財源。

一般会計一般会計

一定の行政サービス
を維持できるように
交付されたお金

国庫支出金
10.5％

道支出金
6.2％

町　税
9.1％

その他交付金　
1.7％

地方消費税交付金
2.2％

繰越金
2.1％

諸収入
1.9％

町　債
30.4％

その他
6.5％
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鈴
木
委
員　

経
営
の
見

通
し
や
自
治
体
連
携
の

成
果
は
ど
う
か
。
ま

た
、
高
校
訪
問
か
ら
の

進
学
希
望
者
の
状
況
、

さ
ら
に
地
域
還
元
の
取

組
に
つ
い
て
具
体
的
な

実
績
は
。

決算審査
特別委員会

介
護
学
校
事
務
局
長　

自
治
体
連
携
に
よ
り
周

知
が
進
み
、
昨
年
か

ら
取
組
が
活
発
化
し
、

介
護
福
祉
学
校

令和６年度決算 　令和６年度決算 　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

参
加
な
ど
浸
透
が
見
え

始
め
て
い
る
。
高
校
か

ら
の
進
学
は
保
護
者
の

意
向
や
地
域
事
情
で
左

右
さ
れ
る
が
、
丁
寧
な

説
明
を
続
け
て
い
る
。

地
域
還
元
と
し
て
介
護

職
員
の
初
任
者
研
修
を

実
施
し
た
が
受
講
は
少

な
く
、
今
後
は
関
係
機

関
と
相
談
し
成
果
が
出

る
形
を
模
索
す
る
。

問答
経
営
の
見
通
し
と
地
域
還
元
の

取
り
組
み
状
況
は

自
治
体
連
携
が
浸
透
し
、
進
学

支
援
等
で
人
材
確
保
に
務
め
る

斉
藤
隆
浩
委
員　

第
５

期
工
業
団
地
は
特
定
企

業
向
け
に
造
成
さ
れ
た

が
進
出
が
見
送
ら
れ
、

広
大
な
区
画
を
道
路
で

分
割
し
販
売
す
る
形
と

な
っ
た
が
、
現
状
の
空

き
区
画
を
ど
う
埋
め
、

ど
の
よ
う
な
誘
致
活
動

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
問
い
合
わ
せ
状

況
は
ど
う
か
。

商
工
観
光
課
長　

令
和

５
年
度
造
成
、
６
区
画

を
６
０
０
０
㎡
程
度
で

販
売
予
定
。
商
工
会
議

所
や
町
長
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
、
企
業
訪
問

で
誘
致
活
動
中
。
現
在

２
社
か
ら
問
合
わ
せ
が

あ
る
。
資
材
高
騰
で
進

出
見
直
し
の
動
き
も
あ

る
が
、
早
期
完
売
を
目

指
し
、
製
造
業
中
心
に

誘
致
活
動
を
続
け
る
。

問答
第
５
期
工
業
団
地
の
空
き
区
画

対
策
と
誘
致
状
況
は

製
造
業
を
中
心
に
誘
致
活
動

中
、
２
社
か
ら
問
い
合
わ
せ

あ
り

工
業
団
地

重
山
委
員　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
で
、
無
料
券
の
利
用

対
象
範
囲
を
生
後
４
か

月
か
ら
生
後
６
か
月
に

拡
充
が
図
ら
れ
た
が
、

現
時
点
で
の
利
用
会
員

と
提
供
会
員
の
登
録
人

数
、
利
用
実
績
の
状
況

は
ど
う
か
。
具
体
的
な

数
字
は
。

福
祉
課
長　

提
供
会
員

は
現
在
19
名
、
利
用
す

る
側
の
登
録
会
員
は
直

近
で
２
１
０
名
で
あ

り
、
令
和
６
年
度
末

で
利
用
回
数
は
延
べ

１
８
２
回
で
あ
る
。
現

状
と
し
て
着
実
に
利
用

が
進
ん
で
お
り
、
地
域

に
お
け
る
子
育
て
支
援

の
大
き
な
一
助
と
な
っ

て
い
る
。

問答
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
登
録
状
況
や
利
用
実
績

は登
録
会
員
は
２
１
０
名

令
和
６
年
度
末
で
延
べ
１
８
２
回

利
用

子
育
て
支
援

すべての質疑は、議会 HP で録画配信をしておりますので、そちらをご覧ください。
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議員の質疑で見る議員の質疑で見る
数 字 の 裏 側 を ひ も 解 く！数 字 の 裏 側 を ひ も 解 く！

端
委
員　

フ
ァ
ブ
ラ
ボ

栗
山
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
無
料
で
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
実
際
の
開

催
回
数
と
参
加
者
数
は

ど
う
か
。
ま
た
広
報
の

チ
ラ
シ
は
ど
の
よ
う
に

配
布
さ
れ
、
効
果
は
出

て
い
る
の
か
。
さ
ら
に

３
年
目
を
迎
え
、
運
営

側
は
今
後
ど
の
よ
う
な

方
向
性
や
分
析
を
し
て

い
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
令
和
６

年
度
に
５
回
開
催
し

２
０
１
人
参
加
。
チ
ラ

シ
は
公
共
施
設
や
イ
ベ

ン
ト
で
配
布
し
、
広
報

を
見
て
来
館
す
る
人
も

い
る
。
利
用
は
一
部
に

限
ら
れ
て
お
り
、
今
後

は
材
料
費
の
一
部
負
担

を
含
め
検
討
し
、
支
援

体
制
と
広
報
を
強
化
し

て
参
加
拡
大
を
図
る
。

商
工
業

問答
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
栗
山
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
状
況
と
今
後
の

方
向
性
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
５
回
開
催
し

２
０
１
人
参
加
、
今
後
は
支
援
体

制
等
を
強
化
し
参
加
拡
大
を
図
る

堀
委
員　

町
外
か
ら
の

新
規
就
農
者
に
対
す
る

補
助
総
額
と
一
人
当
た

り
の
額
、
さ
ら
に
町
内

後
継
者
育
成
に
対
す
る

補
助
総
額
と
一
人
当
た

り
の
額
の
詳
細
は
。

農
林
課
長　

新
規
就
農

者
に
は
国
の
経
営
開
始

型
助
成
を
活
用
し
、
３

組
に
計
５
１
７
万
５
千

問答
新
規
就
農
者
と
後
継
者
へ
の
補

助
額
は

新
規
就
農
者
３
組
に
計

５
１
７
万
５
千
円
交
付

後
継
者
は
公
社
事
業
で
対
応

農
林
業

齊
藤
義
崇
委
員　

老
朽

管
更
新
事
業
で
企
業
債

償
還
が
減
少
し
、
資
金

に
余
裕
が
あ
る
よ
う
に

見
え
る
が
更
新
事
業
費

が
伸
び
て
い
な
い
理
由

は
。
ま
た
給
水
原
価
が

上
昇
し
、
利
益
が
圧
迫

さ
れ
た
要
因
、
管
路
経

年
化
率
の
現
状
と
更
新

方
針
は
。

上
下
水
道
課
主
幹　

企

業
債
償
還
減
で
資
金
に

余
裕
は
あ
る
が
、
給
水

人
口
減
少
で
料
金
収
入

が
年
５
４
０
万
円
減
少

し
、
更
新
費
増
額
は
難

し
い
。
給
水
原
価
上
昇

は
薬
剤
費
や
光
熱
費
の

高
騰
が
要
因
。
管
路
は

耐
用
年
数
40
年
を
基
本

に
、
実
使
用
年
数
も
考

慮
し
長
期
的
に
更
新
を

進
め
る
方
針
。

問答
老
朽
管
更
新
、
給
水
原
価
上
昇
、

管
路
経
年
化
の
対
応
に
つ
い
て

収
入
減
と
経
費
増
で
厳
し
い
状

況
、
更
新
は
耐
用
年
数
と
実
使

用
年
数
を
考
慮

水
道
事
業

円
を
交
付
し
て
い
る
。

町
内
後
継
者
へ
の
直
接

助
成
は
こ
の
中
に
含
ま

れ
て
お
ら
ず
、
農
業
振

興
公
社
事
業
へ
の
負
担

金
９
３
０
万
円
を
通
じ

て
、
未
来
塾
や
４
Ｈ
ク

ラ
ブ
な
ど
の
後
継
者
育

成
事
業
に
助
成
を
行

い
、
全
体
と
し
て
支
援

し
て
い
る
。

決算審査特別委員会で行われた質疑の中から、抜粋してお知らせいたします。
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（監査委員意見抜粋）（監査委員意見抜粋）
　　一般会計の実質収支は、３億５, １０７万４, ３９９円の黒字。一般会計の実質収支は、３億５, １０７万４, ３９９円の黒字。
厳しい財厳しい財政状況の中で、中長期的な収支の均衡に留意し、効率的、政状況の中で、中長期的な収支の均衡に留意し、効率的、
効果的な予算の執行により事業が進められている。効果的な予算の執行により事業が進められている。
　　 栗 山 町 内 部 統 制 評 価 報 告 書 の 審 査 意 見 に つ い て は、 特 に 重 大栗 山 町 内 部 統 制 評 価 報 告 書 の 審 査 意 見 に つ い て は、 特 に 重 大
な 不 備 に 関 し て 発 生 が な か っ た が、 日 々 の 業 務 に お い て は 様 々な 不 備 に 関 し て 発 生 が な か っ た が、 日 々 の 業 務 に お い て は 様 々
な 事 故 の 一 歩 手 前 の 現 象 に よ り、 場 合 に よ り 事 故 に な る こ と がな 事 故 の 一 歩 手 前 の 現 象 に よ り、 場 合 に よ り 事 故 に な る こ と が
予 想 さ れ る。 今 後 に お い て も、 内 部 統 制 に お け る 基 本 要 素 で あ予 想 さ れ る。 今 後 に お い て も、 内 部 統 制 に お け る 基 本 要 素 で あ
る リ ス ク の 評 価 と 対 応、 情 報 伝 達 の 徹 底 に 務 め る こ と を 望 む。る リ ス ク の 評 価 と 対 応、 情 報 伝 達 の 徹 底 に 務 め る こ と を 望 む。
　本町の財政運営に関しても、物価上昇など不確かな経済情勢を　本町の財政運営に関しても、物価上昇など不確かな経済情勢を
見据えた柔軟な対応が求められるほか、職場環境の整備やデジタ見据えた柔軟な対応が求められるほか、職場環境の整備やデジタ
ルトランスフォーメーションの推進など、デジタル技術の活用によルトランスフォーメーションの推進など、デジタル技術の活用によ
る業務の効率化を図るとともに、限られた財政資源の中で最大限る業務の効率化を図るとともに、限られた財政資源の中で最大限
の効果が上げられるよう、これまで以上に事業精査の徹底を望む。の効果が上げられるよう、これまで以上に事業精査の徹底を望む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　監査委員　谷　田　進太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　監査委員　谷　田　進太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　監査委員　　　　　　　　　　　　　　　　　監査委員　　藤　本　光　行藤　本　光　行

≪健全化判断比率について≫≪健全化判断比率について≫

谷田  進太郎 代表監査委員

決 算 監 査

項　　目 説　　　明 令和６年度 令和５年度 早期健全化
基準

 財政再生    
基準

実質赤字比率

　普通会計（一般会計・北海道介護福祉学校特別会計）を
対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率。普通
会計の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示す。
栗山町は、普通会計において赤字額が発生していないため、
算出されない。

該当なし 該当なし 14.92 20.0

連結実質赤字比率

　全会計を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する
比率。全ての会計の赤字や黒字を合算した上で、栗山町全
体としての赤字の程度を指標化し、全体の財政運営の深刻
度を示す。
　栗山町は、普通会計、特別会計、事業会計において赤字
額が発生していないため、算出されない。

該当なし 該当なし 19.92 30.0

実質公債費比率
　財政規模に対する１年間に支払った借入金返済額などの
割合。数字が大きいほど、「財政規模に対して返済が多す
ぎる」ということ。

6.4 6.4 25.0 35.0

将来負担比率

　
財政規模に対する将来支払う借入金返済額などの割合。

数字が大きいほど「将来負担する負債が多い」ということ。 59.1 32.5 350.0 -

※各項目には、早期健全化基準（イエローカード）と財政再生基準（レッドカード）が定められており、各基
　準以上となった場合、財政運営の健全化を図るための計画策定など、様々な制約が課せられる。

柔軟な財政運営とデジタル技術活用による効率向上を柔軟な財政運営とデジタル技術活用による効率向上を

　地方公共団体の財政状況を客観的に表した指標で「実質赤字比率」「連結実質赤字比
率」「実質公債費比率」「将来負担比率」の４つを「健全化判断比率」とし、法律で定
められています。
　これらが基準を超えると、財政健全化を図ることになります。

「健全化判断比率」とは？
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9 月定例会議
9 月 3 日～ 11 日

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
費

　
　
　
　
　
　
　

増
額
補
正

▼
一
般
会
計　
　
　

２
億
３
７
９
５
万
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
０
９
億
５
５
２
１
万

２
千
円
と
し
た
。

橋
梁
朝
日
橋
補
修
工
事
の
実

績
見
込
み
に
よ
る
減　
　

　
　
　

△
８
５
５
万
８
千
円

　
　
　
　
　

★
質
疑
あ
り
★

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
高
圧
ケ

ー
ブ
ル
改
修
工
事

　
　
　
　
３
１
４
万
６
千
円

栗
山
中
学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

改
修
工
事　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

２
６
５
万
１
千
円

　
　
　
　
　

★
質
疑
あ
り
★

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
業
務
委

託
料

　
　
　
　
　
　

１
５
４
万
円

　
　
　
　

★
質
疑
あ
り
★

  

そ
の
他
の
補
正
予
算

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

療
養
費
の
実
績
見
込
み
に

よ
る　
　
　

　
　
　
　
　

１
８
０
万
円

▼
栗
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計

前
年
度
繰
越
金
の
一
部
を
介

護
給
付
費
準
備
基
金
に
積

立
な
ど　
　
　

　
　

３
２
７
９
万
３
千
円

▼
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給
与

及
び
法
定
福
利
費
他
、
実
績

見
込
み
に
よ
る
手
当
の
追
加

　
　
　

３
７
５
万
３
千
円

▼
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

計人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給
与

及
び
法
定
福
利
費
の
追
加

　
　
　
　
　
　

８
３
万
円

人
事
案
件

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

令
和
７
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

岡
本
玉
季
氏
を
引
き
続
き
選

任
す
る
。

任
期
：
令
和
７
年
10
月
1
日

　
　

～
令
和
11
年
９
月
30
日

質

疑

斉
藤
隆
浩
議
員　

①
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
の
歳
入
増
額

補
正
の
理
由
は
。
②
ふ
る
さ

と
納
税
推
進
費
の
委
託
料
追

加
の
理
由
は
。
③
栗
山
町
農

業
振
興
公
社
事
業
の
負
担
金

の
追
加
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

農
業
経
営
支
援
事
業
だ
け
追

加
し
た
経
緯
は
。

　9 月定例会議では、補正予算や条例改正、人事案件等の議案が上程され、すべての議案を可決しま
した。

９月定例会議 

▼
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
別
会
計

介
護
人
材
の
確
保
に
関
す

る
包
括
連
携
協
定
に
基
づ

く
出
前
講
座
実
施　
　
　

　
　
　
　

５
２
万
９
千
円

補
正
予
算

￥

企
画
財
政
課
長　

①
当
初
の

寄
附
見
込
額
３
億
円
を
実
績

額
が
上
回
る
見
込
み
の
た
め

増
額
。
②
委
託
契
約
で
寄
附

額
の
２
％
が
委
託
料
と
な
る

た
め
、
実
績
見
込
み
増
加
に

伴
い
、
増
額
す
る
も
の
。

農
林
課
長　

③
当
初
予
算
時

に
要
望
調
査
を
実
施
し
た

が
、
申
請
段
階
で
件
数
が
増

え
た
こ
と
に
よ
る
追
加
。

重
山
議
員　

①
朝
日
橋
補
修

工
事
に
つ
い
て
減
額
と
な
っ

た
要
因
は
。
②
栗
山
中
学
校

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事
は

地
元
業
者
に
よ
る
も
の
か
。

建
設
課
主
幹　

①
朝
日
橋
は

車
両
用
と
歩
行
者
用
左
右
２

本
の
合
計
３
本
架
か
っ
て
い

る
が
、
国
の
補
助
事
業
と
し

て
申
請
す
る
際
、
１
本
ず
つ

申
請
す
る
た
め
予
算
計
上
時

は
１
本
ず
つ
補
修
し
た
場
合

の
経
費
で
計
上
し
て
い
る
。

補
助
事
業
と
し
て
３
本
と
も

採
択
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

一
つ
の
工
事
と
し
て
発
注
す

る
こ
と
で
経
費
が
下
が
っ
た

こ
と
か
ら
今
回
減
額
補
正
と

な
っ
た
。

学
校
教
育
課
長　

②
学
校
設

置
時
に
メ
ー
カ
ー
か
ら
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
購
入
し
て
お

り
、
保
守
点
検
も
含
め
て
メ

ー
カ
ー
で
修
理
を
行
う
流
れ

と
な
っ
て
い
る
。そ

の
他

▼
放
棄
し
た
債
権
に
つ
い
て

給
食
費
負
担
金
１
件

　
　
　
　

１
万
１
４
２
７
円

事
由
：
所
在
不
明
に
よ
り
放

棄水
道
料
金
10
件

　

１
万
８
１
２
９
円

事
由
：
時
効
に
よ
り
放
棄



条　
　

例

   

討
　
　
論

重
山
議
員　

町
独
自
の
デ
ジ

タ
ル
化
は
賛
成
だ
が
、
国
の

標
準
化
移
行
は
中
央
集
権
化

を
進
め
、
自
治
体
の
自
主
性

を
損
な
う
。
費
用
増
や
職
員

削
減
、
非
正
規
化
に
よ
り
住

民
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
く
恐

れ
が
あ
り
、
住
民
主
体
の
デ

ジ
タ
ル
化
こ
そ
求
め
る
べ
き

と
し
て
反
対
。

反
対

齊
藤
義
崇
議
員　

条
例
の
一

部
改
正
で
あ
り
、
新
旧
対
照

表
を
添
え
て
こ
の
条
例
改
正

が
適
切
で
あ
る
か
審
議
す
る

も
の
。
改
正
後
の
説
明
と
条

項
か
ら
適
切
と
み
て
賛
成
。

賛
成

質

疑

重
山
議
員　

条
例
改
正
で
情

報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
す
る
こ

と
の
効
果
は
。
ま
た
、
標
準

化
す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
の

削
減
や
後
退
に
つ
な
が
る
恐

れ
は
な
い
か
。

賛
否
の
公
表

議　件　名 結
果

齊
藤
置
田
重
山
大
櫛
堀鈴
木
佐
藤
斉
藤
端藤
本
鵜
川

議案第２２号　提案理由　栗山町行政手続における特定の
個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例

可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ /

可：可決　○：賛成　×：反対　ー：棄権　※鵜川議員は議長のため採決に加わっていません。
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れ
た
。

④
営
農
に
関
す
る
情
報
提
供

と
支
援
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
農
業
経
営
支
援
と
し
て
、

Ｒ
Ｔ
Ｋ(

ア
ー
ル
テ
ィ
ー

ケ
ー)

自
動
操
舵
装
置
６
件

並
び
に
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
１

件
の
導
入
に
対
し
て
支
援
等

を
行
っ
た
。

⑤
地
域
的
な
農
業
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
対

策
、
担
い
手
対
策
及
び
農
地

対
策
に
関
わ
る
各
種
事
業
を

実
施
し
た
。

⑥
北
海
道
大
学
の
学
生
に
よ

る
農
作
業
サ
ポ
ー
ト
事
業

「
く
り
や
ま
農
業
応
援
隊
」

や
地
域
懇
談
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
農
業
者
の
営
農
支
援

を
行
っ
た
。

▼
栗
山
町
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法

律
に
よ
る
標
準
準
拠
シ
ス
テ

ム
へ
の
移
行
及
び
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
個
人
番
号
の
独
自
利

用
を
可
能
と
す
る
規
定
の
整

備
並
び
に
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
す
る
規
定
の
整
備

を
行
う
も
の
。

　
　

★
質
疑
・
討
論
あ
り
★

▼
栗
山
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

令
和
７
年
１
月
８
日
を
も

っ
て
公
布
さ
れ
た
「
地
方
公

務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
に
お
い
て
、
仕
事
と

生
活
の
両
立
支
援
の
拡
充
を

目
的
と
し
た
改
正
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
本
町
に
お

い
て
も
、
国
家
公
務
員
の
措

置
に
準
拠
し
、
規
定
の
整
備

を
行
う
も
の
。

総
務
課
長　

今
回
の
条
例
改

正
は
令
和
７
年
10
月
シ
ス
テ

ム
移
行
に
伴
い
、
個
人
情
報

を
適
切
に
使
用
す
る
た
め
の

も
の
。
標
準
化
で
行
政
手
続

き
の
効
率
化
、
住
民
の
利
便

性
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

堀
議
員　

厚
生
労
働
省
か
ら

２
０
２
６
年
度
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
新
仕
様
へ
移

行
す
る
と
の
話
も
あ
る
が
、

更
新
す
る
シ
ス
テ
ム
は
新
カ

ー
ド
に
も
対
応
す
る
の
か
。

総
務
課
長　

新
・
旧
ど
ち
ら

の
カ
ー
ド
も
利
用
で
き
る
。

▼
令
和
６
年
度
一
般
財
団
法

人
栗
山
町
農
業
振
興
公
社
決

算
の
報
告
に
つ
い
て

①
農
地
流
動
化
等
意
向
調
査

を
実
施
し
、
農
業
委
員
と
の

連
携
を
密
に
し
、
担
い
手
農

業
者
へ
の
効
率
的
な
農
地
集

積
を
図
る
。

②
４
・
３
ｈ
ａ
の
転
貸
を
実

施
し
、
農
地
の
効
率
的
な
利

用
促
進
を
図
っ
た
。
ま
た
、

令
和
６
年
度
に
お
い
て
、
公

社
の
中
間
保
有
農
地
は
継
続

分
の
２
件
。

③
農
業
未
来
塾
や
農
業
女
性

塾
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
新
規
農
業
研
修
者
等
の

受
入
に
係
る
面
談
を
積
極
的

に
行
い
、
令
和
６
年
度
は
夫

婦
１
組
の
研
修
生
を
受
け
入

農作業を支える農業用ドローン
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意
見
書

国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

北
海
道
は
、
冷
涼
な
気
候

等
の
特
性
と
豊
富
な
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
我
が

国
最
大
の
供
給
力
を
有
す
る

農
林
水
産
物
、
自
然
や
文
化

を
生
か
し
た
魅
力
的
で
質
の

高
い
観
光
資
源
と
い
っ
た
数

多
く
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
独
自

性
や
優
位
性
を
生
か
し
な
が

ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
な
活
力
あ
る
北
海
道
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
栗
山
町
の

道
路
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

高
規
格
道
路
に
お
け
る
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
を
は
じ
め
、

自
然
災
害
や
今
後
一
斉
に
更

新
期
を
迎
え
る
橋
梁
・
道
路

等
の
老
朽
化
、
通
学
路
に
お

け
る
交
通
事
故
な
ど
、
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
消

し
、
人
流
・
物
流
の
効
率
化

に
よ
る
生
産
性
向
上
及
び
国

際
競
争
力
の
強
化
や
、
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
大
規
模
災

害
に
備
え
た
強
靱
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
も
、

本
道
の
骨
格
を
形
成
す
る
高

規
格
道
路
か
ら
身
近
な
市
町

村
道
に
至
る
道
路
網
の
整
備

や
老
朽
化
対
策
な
ど
を
着
実

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
積

雪
寒
冷
地
で
あ
る
本
町
で

は
、
安
定
し
た
除
排
雪
体
制

の
確
保
な
ど
、
冬
期
間
の
住

民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
地
方
財
政
が

依
然
と
し
て
厳
し
く
、
ま
た

資
材
価
格
の
高
騰
や
賃
金
水

準
の
上
昇
に
対
応
す
る
中
で

も
、
必
要
な
道
路
整
備
や
除

排
雪
を
含
む
維
持
管
理
を
長

期
安
定
的
に
進
め
る
た
め
の

予
算
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て

は
、
切
迫
す
る
日
本
海
溝
・

千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震

や
気
候
変
動
に
伴
い
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害

へ
の
対
応
の
他
、
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
な
ど

も
踏
ま
え
、
高
規
格
道
路
か

ら
市
町
村
道
に
至
る
道
路
網

の
整
備
や
老
朽
化
対
策
、
除

排
雪
の
充
実
確
保
な
ど
国
土

強
靱
化
の
取
組
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
た
め
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
．
計
画
的
か
つ
長
期
安
定

的
な
道
路
整
備
や
維
持
管
理

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
必
要

な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

２
．
今
後
の
資
材
価
格
・
人

件
費
高
騰
等
の
影
響
を
適
切

に
反
映
し
た
必
要
な
予
算
・

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

３
．
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
や
、
国

土
強
靱
化
に
資
す
る
災
害
に

強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
を
推
進
す
る
こ
と
。

４
．
緊
急
自
然
災
害
防
止
対

地域の安全・安心を
支える基盤の整備

策
事
業
債
の
延
長
を
含
め
た

地
方
財
政
措
置
制
度
の
充
実

を
図
る
こ
と
。

５
．
道
路
整
備
や
除
排
雪
を

含
む
道
路
維
持
の
充
実
が
図

ら
れ
る
よ
う
予
算
を
確
保
す

る
こ
と
。
ま
た
、
除
雪
機
械

等
の
計
画
的
な
更
新
・
増
強

が
可
能
と
な
る
よ
う
財
政
支

援
を
強
化
す
る
こ
と
。

６
．
公
共
施
設
の
点
検
や
診

断
、
補
修
、
更
新
が
交
付
対

象
と
な
る
よ
う
採
択
要
件
を

緩
和
す
る
な
ど
、
地
方
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
。

７
．「
流
域
治
水
」
の
取
組

に
必
要
な
財
政
支
援
を
更
に

強
化
す
る
こ
と
。

８
．
北
海
道
開
発
局
及
び
開

発
建
設
部
の
人
員
体
制
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
。

　地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思
を意見としてまとめた書類のこと。
　地方自治法第９９条で「普通地方公共団体の議会は、当該
普通地方公共団体の公益に関する事件につき意見書を国会又
は関係行政庁に提出することができる」と定められている。
　議会で決定された意見書は、内閣総理大臣などに宛てて提
出される。

解説

意見書とは

国土強靱化とは
　地震や津波、台風など自然災害に強い国づくり、地域づく
りを目指す取組のこと。

ミッシングリンクとは
　道路網が途中で切れている、未整備区間のこと。

▼
お
詫
び
と
訂
正

　

令
和
７
年
８
月
１
日
発
行

「
く
り
や
ま
議
会
だ
よ
り
No.

１
８
４
」
に
掲
載
し
た
企
業

名
に
つ
い
て
記
載
漏
れ
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

・
訂
正
箇
所

　

12
ペ
ー
ジ

　

５
月
臨
時
会
議　

そ
の
他

誤　

井
沢
建
設
式
会
社

正　

井
沢
建
設
株
式
会
社
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ようこそ栗山町へ！

栗山町議会では、全国各地の議会から視察研修を受け入れています。
町民との対話を大切にした議会運営など、栗山町議会ならではの取り組みに関
心が寄せられています。

芽室町議会のみなさんと意見を交わす

 ・７月　１日（火）徳島県美波町議会
 ・７月　９日（水）北海道芽室町議会
 ・７月１５日（火）岩手県矢巾町議会会派
 ・７月３１日（木）青森県三沢市議会議会改革推進会議
 ・８月２８日（木）福岡県福津市議会会派

新
し
い
議
会
モ
ニ
タ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　

決
ま
り
ま
し
た
！

　

く
り
や
ま
議
会
だ
よ
り

１
８
４
号
で
募
集
し
ま
し
た

議
会
モ
ニ
タ
ー
に
、
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆

さ
ん
か
ら
議
会
運
営
な
ど
に

つ
い
て
ご
意
見
や
ご
感
想
を

い
た
だ
き
、
議
会
の
活
性
化

に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
活

動
は
議
会
だ
よ
り
で
報
告
し

て
い
き
ま
す
。

【
任
期
】

令
和
７
年
９
月
１
日
～

　
　

令
和
９
年
８
月
31
日

・
高　

橋　
　
　

慎　

氏

・
松　

下　

早　

苗　

氏

・
佐　

藤　

あ
つ
子　

氏

・
土　

井　
　
　

猛　

氏

・
水　

野　

嘉　

貴　

氏

・
丸　

山　

富　

子　

氏

・
土　

門　

恵　

利　

氏

・
菱　

谷　

典　

雄　

氏

・
菅　

原　
　
　

拓　

氏

　
　
　
　
　

   

合
計
９
名

　各常任委員会では以下の所管事務調査を行いました。引き続き調査を行い、
３月定例会議で報告します。

所管委員会 調査事項 委員会活動状況

総務教育
常任委員会

・社会教育及び社会体育施

設の事態と展望について

８月２６日（火）・９月３０日（火）
　社会教育課より、社会体育施設の実態と

展望について説明を受け、現地調査を行い

ました。

・北海道介護福祉学校の学

校経営の実態について
今後調査予定　

産業福祉
常任委員会

・商工業の実態について

8 月２１日 ( 木 )・１０月９日（木）
　商工観光課より、商工業者数の推移や商

工業者への各種補助金、商店街振興対策事

業や子育て応援事業等について説明を受け

ました。

・地域医療の実態について 今後調査予定

２年間

　よろしくお願いします

ギ
カ
イ
の
見
方

 
 

―
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
―
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９月定例会議
一般質問

Ｑ１. 栗山町における農地の基盤整備の今後は　
　　　　　　　　　　　　　　　  Ａ . 課題として積極的に進めていく

Ｑ 1. 早急にラジオの受信状況改善を
                                                                  Ａ . 調査を継続し受信状況を随時把握する

重
しげやま

山　雅
ま さ よ

世 議員

 6  6  議員が一般質問議員が一般質問

町政の町政の
　　ここが聞きたい　　ここが聞きたい

齊
さいとう

藤　義
よしたか

崇 議員

斉
さいとう

藤　隆
たかひろ

浩 議員

堀
ほり

　　文
ふみひこ

彦 議員

鈴
す ず き

木　千
ち は や

逸 議員

大
おおくし

櫛　則
のりとし

俊 議員

Ｑ 1. 学校ＤＸ施策の進捗状況と今後の展望は
                                                                  Ａ . 今後も推進していく方針である
Ｑ２.「職務特例免除制度」の導入を
                                                                  Ａ . 国の動向を踏まえ協議を継続する

Ｑ 1. 公営住宅建替計画の課題対応は   Ａ . 課題に応じ、対応を進める
Ｑ２. 学校体育館に空調設備設置を　  Ａ . 調査・検討を行う

Ｑ 1. 指定管理の評価制度の改善を
                                             Ａ . 制度の充実に務めていく

Ｑ 1. ＰＲモニュメント三か所における照明について再点灯の検討を
                                             Ａ . 活用方法や費用対効果等含め、調査・検討する



　

　

基
盤
整
備

Ａ：課題として積極的に進めていく

議
員　

今
、
栗
山
町
で
は
生

産
力
の
向
上
、
作
業
の
効
率

化
を
目
的
と
し
て
、
総
合

的
な
農
地
整
備
の
機
運
が

高
ま
り
、
各
農
村
集
落
に

期
成
会
が
設
立
さ
れ
、
区

画
整
理
、
用
排
水
、
暗あ
ん
き
ょ渠
、

農
道
拡
幅
等
の
整
備
事
業

の
策
定
と
基
盤
整
備
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　

整
備
事
業
実
施
見
込
み

は
、
令
和
12
年
ま
で
に
約

１
０
０
０
ｈ
ａ
が
道
営
圃

場
整
備
事
業
と
し
て
採
択

が
予
定
さ
れ
る
が
、
近
年
の

整
備
済
み
農
地
を
除
く
と
、

７
集
落
１
４
０
０
ｈ
ａ
の

農
用
地
の
新
規
も
し
く
は

再
整
備
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。

　

将
来
を
見
据
え
る
と
、
土

地
改
良
は
急
務
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
栗
山
町
の
実

町
長　

空
知
管
内
で
も
有
数

の
水
田
地
帯
と
な
っ
て
お

り
、
総
面
積
の
約
３
割
を
複

合
的
な
農
業
生
産
が
行
わ
れ

て
い
る
。
担
い
手
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
に
よ
る
農
業

労
働
力
の
確
保
、
さ
ら
に
は

生
産
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど

農
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境

は
益
々
厳
し
さ
を
増
す
。

　

本
町
農
業
の
持
続
的
発
展

に
向
け
て
は
、
優
良
農
地
を

確
保
し
守
る
と
と
も
に
、
基

盤
整
備
に
よ
る
ほ
場
の
大
区

画
化
や
老
朽
施
設
の
改
修
を

計
画
的
に
進
め
、
大
型
機
械

の
導
入
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る

省
力
化
を
図
る
な
ど
、
安
定

し
た
農
業
基
盤
と
農
業
経
営

の
確
立
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
中
部
を

中
心
と
す
る
町
内
７
地
区
、

約
１
４
０
０
ｈ
ａ
の
農
地
と

地
域
の
実
情
か
ら
も
、
基
盤

整
備
の
必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
い
る
。
地
元
調
整
や
事

前
調
査
な
ど
、
意
見
等
を
早

将来の地域産業を支えるための農地の基盤整備が進行中

質
問
趣
旨　

町
内
の
基
盤
整

備
事
業
の
状
況
と
、
地
元
要

望
や
農
業
政
策
の
推
進
の
点

か
ら
、
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
た
か
っ
た
。

急
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

道
営
事
業
の
ほ
か
国
営
事
業

に
よ
る
取
組
に
つ
い
て
も
、

検
討
し
、
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
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　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載せて
います。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されております。ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています

齊藤義崇 議員

施
方
針
に
つ
い
て
、
町
長
の

見
解
は
。

感
想　

町
長
か
ら
、
的
確
な

現
状
分
析
、
整
備
事
業
を

進
め
る
上
で
の
要
点
、
積

極
的
な
実
施
を
行
う
と
答

弁
頂
き
、
非
常
に
満
足
し

て
い
る
。

                  Ｑ：栗山町における農地の基盤整備
　　の今後は



                  防
災
ラ
ジ
オ

Ａ：調査を継続し受信状況を
                                    随時把握する

Ｑ：早急にラジオの受信状況改善を

質
問
趣
旨　

開
局
後
一
年
が

経
過
し
た
エ
フ
エ
ム
く
り
や

ま
（
７
８
．
８
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
の

電
波
状
況
や
防
災
ラ
ジ
オ
の

配
布
状
況
等
現
状
と
課
題
、

そ
し
て
将
来
展
望
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

感
想　

様
々
な
課
題
を
乗
り

越
え
開
局
し
た
ラ
ジ
オ
局
だ

が
、
開
局
後
も
課
題
が
多
く

特
に
難
聴
地
域
の
改
善
が
急

務
と
感
じ
る
。
想
定
よ
り
も

聴
こ
え
な
い
地
域
が
多
く
、

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
配

布
も
低
調
で
ス
タ
ー
ト
時
点

で
の
見
込
み
の
甘
さ
を
指
摘

し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
既
に

開
局
し
災
害
時
の
聴
取
者
増

も
数
値
と
し
て
表
れ
、
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
の
必
要
性
は
示
さ
れ

た
。　

　

個
人
的
に
も
ラ
ジ
オ
は
夢

の
あ
る
事
業
だ
と
思
う
。
い

ず
れ
に
し
て
も
聴
こ
え
な
い

地
域
が
あ
る
の
は
大
き
な
問

題
だ
。

　

事
態
を
深
刻
に
受
け
止

め
、
一
時
的
な
改
善
策
で
は

な
く
、
送
信
設
備
の
改
修
等

抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
、
設

置
者
と
し
て
の
責
任
を
し
っ

か
り
と
果
し
て
も
ら
い
た

い
。
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議
員　

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
主
の

目
的
は
災
害
時
の
情
報
発
信

で
あ
る
。
栗
山
町
の
Ｆ
Ｍ
放

送
局
は
公
設
民
営
方
式
を

と
っ
て
い
て
、
運
営
事
業
者

町
長　

受
信
状
況
改
善
に
つ

い
て
は
難
聴
地
域
の
対
策
と

し
て
屋
内
ア
ン
テ
ナ
の
配
布

と
屋
外
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
・

接
続
に
よ
る
２
通
り
で
概
ね

良
好
に
受
信
で
き
て
い
る
。

　

ラ
ジ
オ
の
配
布
に
つ
い
て

は
８
月
15
日
現
在
で
４
３
．

８
６
％
と
伸
び
悩
ん
で
い

る
。
防
災
に
関
す
る
情
報
を

多
く
の
町
民
へ
発
信
す
る
た

め
に
も
配
布
率
の
向
上
が
不

可
欠
で
本
年
７
月
よ
り
地
域

防
災
推
進
委
員
（
会
計
年
度

任
用
職
員
）
を
採
用
し
、
ラ

ジ
オ
を
受
領
し
て
い
な
い
世

帯
へ
の
戸
別
訪
問
な
ど
配
布

率
の
向
上
並
び
に
防
災
の
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ラ
ジ
オ
局
へ
の
協
賛
に

つ
い
て
は
営
業
活
動
の
強
化

を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
、
災

害
時
は
も
と
よ
り
地
域
連
携

も
強
め
る
情
報
発
信
ツ
ー
ル

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
の
で
運
営
事
業
者
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
の

安
心
安
全
を
支
え
、
生
活
の

一
部
と
し
て
多
く
の
方
に
親

議会中継 をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索

し
ま
れ
る
ラ
ジ
オ
局
を
実
現

す
べ
く
着
実
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

斉藤隆浩 議員

安心をつなぐ基地局アンテナと防災ラジオ

は
災
害
時
の
情
報
発
信
の
他

に
町
民
や
学
生
を
巻
き
込
ん

だ
企
画
な
ど
、
平
時
か
ら
町

民
に
聴
い
て
も
ら
え
る
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
難
聴
地
域
へ
の

対
策
遅
れ
や
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
の
配
布
率
の
低
さ
、

ま
た
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
の
伸

び
悩
み
な
ど
課
題
も
見
え
て

き
た
。
栗
山
町
が
考
え
る
課

題
と
展
望
を
問
う
。
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学
校
Ｄ
Ｘ

Ａ：今後も推進していく方針である

質
問
趣
旨　

学
校
教
育
現
場

で
の
Ｄ
Ｘ
施
策
の
現
状
の
把

握
と
今
後
の
実
効
的
な
施
策

の
推
進
を
行
う
た
め
に
政
策

提
言
し
た
。

感
想　

本
町
の
学
校
教
育
Ｄ

Ｘ
施
策
は
、
先
進
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
取
組
を
外
部
発
信

し
、
他
地
域
で
の
業
務
改
善

の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願

う
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
化
に

つ
い
て
は
、
ど
の
地
域
で
も

な
か
な
か
前
進
し
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
、
地
域
住

民
の
協
力
な
く
し
て
前
進
し

な
い
案
件
で
あ
る
。

　

本
町
で
も
、
今
後
充
分
に

調
査
・
研
究
が
な
さ
れ
、
ス

ム
ー
ズ
に
地
域
移
行
化
さ
れ

る
こ
と
を
願
う
。

議
員　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
よ
る
１
人
１
台
端
末

の
活
用
な
ど
、
教
育
現
場
で

の
Ｄ
Ｘ
推
進
は
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
本
町
の
小
中

学
校
に
お
け
る
業
務
改
善
に

つ
な
が
る
Ｄ
Ｘ
施
策
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
展
望
を
問

う
。

教
育
長　

学
校
Ｄ
Ｘ
は
、
児

童
生
徒
の
学
び
の
充
実
や
教

職
員
の
業
務
効
率
化
を
目
的

と
し
、
１
人
１
台
端
末
の
活

用
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
、
学

習
支
援
ソ
フ
ト
、
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
、
生
成
Ａ
Ｉ
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
な
ど
に

よ
り
着
実
に
進
展
し
て
い

る
。
児
童
生
徒
に
は
主
体

的
・
協
働
的
な
学
び
や
個
別

最
適
化
が
促
さ
れ
、
教
職
員

に
は
長
時
間
労
働
の
軽
減
や

情
報
共
有
の
効
率
化
と
い
っ

堀　文彦 議員

た
効
果
が
出
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

①
教
職
員
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ

シ
ー
向
上
、
②
個
人
情
報
漏

え
い
防
止
、
③
端
末
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
④
端
末

維
持
・
更
新
に
伴
う
費
用
確

保
、
⑤
利
用
ル
ー
ル
や
情
報

モ
ラ
ル
教
育
の
徹
底
が
挙
げ

ら
れ
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
費
用
対
効
果
を
意
識

し
つ
つ
段
階
的
に
ツ
ー
ル
を

導
入
し
、
多
様
な
子
ど
も
が

取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
を
実

現
す
る
た
め
、
学
校
Ｄ
Ｘ
を

今
後
も
推
進
し
て
い
く
方
針

で
あ
る
。

                   Ｑ
：「
職
務
特
例
免
除
制
度
」
の
導
入
を

地域移行化
Ａ
：
国
の
動
向
を
踏
ま
え

　
　
　
　
　
　
　

協
議
を
継
続
す
る

議
員　

部
活
動
の
地
域
移
行

に
よ
り
、
現
役
就
労
者
が
指

導
に
あ
た
る
場
合
、
本
業
の

勤
務
時
間
を
割
く
可
能
性
が

あ
る
。
そ
こ
で
町
と
し
て
、

指
導
者
が
有
給
休
暇
を
使
わ

ず
に
活
動
で
き
る
「
職
務
特

例
免
除
制
度
」
を
町
内
企
業

に
努
力
目
標
化
す
る
施
策
を

推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
長　

少
子
化
に
よ
り
学
校

単
位
で
の
部
活
動
維
持
が
困

難
と
な
り
、
文
科
省
は
令
和

５
年
度
か
ら
７
年
度
を
改
革

推
進
期
間
と
し
、
部
活
動
を

地
域
団
体
主
体
に
移
行
す
る

方
針
を
進
め
て
き
た
。
現
在

は
「
地
域
移
行
」
か
ら
「
地

域
展
開
」
へ
と
方
針
が
改
め

ら
れ
、
改
革
期
間
も
令
和
13

年
度
ま
で
延
長
さ
れ
て
い

る
。

　

栗
山
町
で
は
、
令
和
６
年

４
月
に
「
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、

子
ど
も
が
地
域
で
継
続
的
に

活
動
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

協
議
中
。
ま
た
、
夕
張
市
な

ど
近
隣
自
治
体
と
広
域
連
携

も
検
討
し
て
い
る
が
、
人
事

面
や
教
育
局
と
の
調
整
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

指
導
者
の
勤
務
特
例
措
置

に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性

は
認
識
さ
れ
て
お
り
検
討
課

題
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
ま
ず
は
子
ど
も
の
活
動

体
制
の
構
築
を
優
先
し
て
お

り
、
指
導
者
確
保
の
具
体
策

は
ま
だ
結
論
が
出
て
い
な

い
。

　

今
後
、
国
の
動
向
を
踏
ま

え
つ
つ
協
議
を
継
続
し
て
い

く
方
針
で
あ
る
。

授業で活用されている児童生徒用端末

                  Ｑ：学校ＤＸ施策の進捗状況と今後
　　の展望は
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                  公
営
住
宅

Ａ：課題に応じ、対応を進める

Ｑ：公営住宅建替計画の課題対応は

質
問
趣
旨　

お
金
の
心
配
な

く
安
心
・
安
全
に
住
み
続
け

ら
れ
る
公
営
住
宅
に
と
考

え
。

重山雅世 議員

感
想　

電
磁
波
を
浴
び
て
癌

の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
な

ど
人
体
の
健
康
や
環
境
な
ど

に
重
大
な
危
険
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
場
合
、
科
学
的
因

果
関
係
の
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い

な
い
も
の
に
対
し
慎
重
に
対

応
し
て
い
く
考
え
方
「
予
防

原
則
」
が
必
要
と
再
認
識
し

た
。

議
員　

公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
中
里
団

地
は
令
和
６
年
か
ら
11
年
ま

で
木
造
２
階
建
で
建
替
え
を

実
施
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
は
、
住
宅
の
気
に
入
っ

て
い
る
こ
と
と
し
て
「
家
賃

が
安
い
」
が
約
９
割
を
占
め

て
い
る
。
家
賃
が
現
家
賃
よ

り
あ
が
る
た
め
激
変
緩
和

措
置
（
例
：
現
家
賃
月
額

６
０
０
０
円
→
転
居
後
５
年

目
月
額
２
万
１
０
０
０
円
）

が
あ
る
が
、
３
年
以
内
に
転

居(

退
去)

し
た
件
数
は
施

設
入
所
等
含
め
て
10
件
あ

る
。

　

そ
こ
で
以
下
４
点
を
問
う
。

①
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

に
反
映
し
た
事
項
は
。

②
家
賃
が
高
く
な
れ
ば
払
え

な
い
か
ら
、
子
ど
も
の
い
る

町
外
へ
転
出
す
る
町
民
も
い

る
。
激
変
緩
和
措
置
の
更
な

町
長　

①
冬
場
の
寒
さ
や
結

露
、
室
内
の
段
差
等
の
回
答

を
受
け
、
老
朽
化
し
た
団
地

に
つ
い
て
は
住
宅
性
能
を
向

上
さ
せ
、
建
替
え
の
中
里
団

地
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や

家
庭
菜
園
の
設
置
な
ど
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
反
映
し
進
め

て
い
る
。

②
入
居
者
の
事
情
に
応
じ
、

る
軽
減
実
施
の
考
え
は
。

③ 

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
使
用

者
は
、
Ｉ
Ｈ
調
理
器
の
電
磁

波
の
影
響
で
、
ガ
ス
調
理
器

設
置
の
旧
公
営
住
宅
に
転
居

し
て
い
る
。
ま
た
、
電
気
代

が
高
く
な
る
か
ら
と
、
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
使
用
す
る

住
民
も
い
る
。
今
後
も
公
営

住
宅
建
設
に
あ
た
り
Ｉ
Ｈ
調

理
器
の
み
設
置
す
る
の
か
。

④
２
階
居
住
者
用
に
階
段
で

は
な
く
ス
ロ
ー
プ
方
式
を
一

家
賃
減
免
制
度
の
運
用
も

行
っ
て
お
り
、
更
な
る
軽
減

措
置
は
し
な
い
。

③ 

今
後
も
火
災
発
生
の
リ

ス
ク
が
少
な
い
Ｉ
Ｈ
調
理
器

を
含
む
オ
ー
ル
電
化
住
宅
と

し
て
整
備
を
進
め
る
。
Ｉ
Ｈ

調
理
器
の
電
磁
波
は
、
国
際

的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
下

回
っ
て
お
り
健
康
へ
の
影
響

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

④
車
い
す
利
用
者
に
は
優
先

し
て
１
階
の
住
戸
に
と
配

慮
。
２
階
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

                   Ｑ
：
避
難
所
と
な
る
学
校
体
育
館
に

       

空
調
設
備
設
置
を

空調設備

Ａ
：
調
査
・
検
討
を
行
う

議
員　
「
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
、
命
の
危
険

が
伴
う
」
と
の
災
害
情
報
が

発
出
さ
れ
て
い
る
状
況
の

中
、「
空
調
設
備
整
備
臨
時

特
例
交
付
金
」(

補
助
時
限

令
和
15
年
度
ま
で)

を
活
用

す
る
な
ど
、
避
難
所
と
な
る

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備

設
置
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と

町
長　

当
面
は
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
を
活
用
す
る
。
ま

た
空
調
設
備
を
整
備
し
て
い

る
普
通
教
室
を
活
用
す
る
。

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備

の
設
置
は
、
町
の
財
政
状
況

な
ど
総
合
的
に
考
え
な
が
ら

調
査
・
検
討
を
行
う
。

段階的に進む公営住宅建替え

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

建
物
構
造
や
敷
地
条
件
の
制

約
か
ら
、
ス
ロ
ー
プ
方
式
対

応
は
難
し
い
。

部
設
け
る
な
ど
、
車
椅
子
利

用
者
に
配
慮
す
る
考
え
は
。
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指
定
管
理
制
度

Ａ：制度の充実に務めていく

質
問
趣
旨　

業
者
間
の
競
合

作
用
が
な
い
本
町
で
は
評
価

の
仕
組
み
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
内
容
を
確
認
し
た
い
。

感
想　

評
価
委
員
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
も
委
員
の

増
員
も
し
く
は
、
補
助
機
関

を
設
定
し
て
、
評
価
方
法
の

今
後
の
改
善
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
。

議
員　

指
定
管
理
者
制
度
の

評
価
の
目
的
に
つ
い
て
は
、

「
本
町
に
お
い
て
は
、
こ
の

制
度
の
趣
旨
・
目
的
が
実
現

さ
れ
る
よ
う
、
評
価
に
お
い

て
は
、
単
な
る
コ
ス
ト
削
減

だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
向
上
や
施
設
の
有
効
活
用

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

多
角
的
に
評
価
を
行
い
、「
施

設
の
管
理
運
営
の
品
質
」
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
、
指
定
管
理
者
の
業
務
実

績
や
提
案
、
改
善
を
的
確
に

評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
指

定
管
理
者
が
取
組
意
欲
を
高

め
、
指
定
管
理
者
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。」
と
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
制
度
そ
の
も

の
は
管
理
委
託
制
度
に
比
べ

て
利
用
者
で
あ
る
町
民
の
福

祉
増
進
に
つ
い
て
は
か
な
り

町
長　

質
問
の
「
評
価
制
度

の
課
題
」
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
取
組
内
容
と
し
て
、

ま
ず
、
選
定
段
階
に
お
い
て

は
「
募
集
の
ポ
イ
ン
ト
」
と

し
て
指
定
管
理
者
へ
期
待
す

る
項
目
を
明
示
し
、
利
用
者

拡
大
の
取
り
組
み
に
関
す
る

事
業
提
案
を
促
す
方
策
を
講

じ
て
き
た
。

　

ま
た
、
評
価
段
階
で
は
、

評
価
委
員
会
か
ら
挙
げ
ら
れ

た
改
善
点
・
要
望
点
に
対
し

て
、
そ
の
対
応
を
訴
求
す
る

と
と
も
に
、
次
年
度
以
降
の

事
業
内
容
へ
反
映
す
る
方
策

を
講
じ
る
な
ど
、
管
理
運
営

の
質
の
向
上
に
資
す
る
仕
組

み
の
強
化
を
図
っ
て
き
た
。

　

そ
の
う
え
で
「
評
価
の
あ

り
方
」
だ
が
、
指
定
管
理
者

自
ら
が
業
務
改
善
を
行
い
、

施
設
運
営
の
継
続
的
な
改
善

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
制
度
導
入
か
ら

一
定
期
間
が
経
過
し
た
中

で
、
よ
り
効
果
的
な
運
用
に

向
け
て
の
見
直
し
も
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
、

評
価
方
法
や
評
価
項
目
の
見

鈴木千逸 議員

効
果
が
高
い
と
思
う
が
、
そ

の
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
手
法
だ
と
問
題
・
課

題
等
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
町
長
に
「
評
価

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
考
え

を
問
う
。

直
し
に
つ
い
て
の
検
討
は
も

と
よ
り
、
評
価
体
制
に
関
す

る
調
査
・
研
究
を
進
め
る
な

ど
、
管
理
運
営
の
質
の
向
上

と
利
用
者
満
足
度
の
向
上
を

両
立
す
べ
く
、
制
度
の
充
実

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　地域に親しまれている栗山公園も、町内 25 か所の指定管理施設の一つ

                  Ｑ：指定管理の評価制度の改善を
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交
流
人
口

Ａ：活用方法や費用対効果など含め、　
　　調査・検討する

質
問
趣
旨　

交
流
人
口
拡
大

を
目
的
に
し
て
、
省
エ
ネ
製

品
が
普
及
し
て
い
る
今
の
時

代
に
３
基
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
再
点
灯
さ
せ
、
有
効
活
用

し
て
は
。

感
想　

後
期
実
施
計
画
等
を

見
守
り
な
が
ら
独
自
の
視
点

で
調
査
し
て
い
く
。

議
員　

平
成
２
年
か
ら
８
年

に
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
お

い
て
「
は
ば
た
き
」「
絆
」「
ふ

る
さ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
た

が
、
現
在
は
節
電
対
策
に
よ

り
夜
間
点
灯
は
さ
れ
て
い
な

い
。
最
近
は
省
エ
ネ
製
品
も

普
及
し
て
い
る
た
め
、
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
る
取
り
組

み
と
し
て
、
Ｐ
Ｒ
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
照
明
を
再
開
さ
せ
て

は
と
考
え
て
い
る
。

　

費
用
対
効
果
に
関
し
て

は
、
省
エ
ネ
商
品
の
検
討
、

運
用
時
間
を
24
時
ま
で
に
す

る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
、
安
価
で
簡
易
的
な
Ｌ
Ｅ

Ｄ
投
光
器
を
採
用
す
る
な
ど

と
し
、
効
果
面
で
は
私
が
若

い
時
に
綺
麗
に
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
た
三
か
所
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
復
活
し
た

町
長　

こ
の
事
業
は
、
地
方

公
共
団
体
が
自
ら
考
え
、
実

践
す
る
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
全
国
の
各
地
方

公
共
団
体
に
対
し
て
、
１
億

円
が
交
付
さ
れ
た
も
の
で
、

本
町
に
お
い
て
も
「
栗
山
ら

し
い
特
色
を
活
か
し
、
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
た
独
創

的
、
個
性
的
な
地
域
づ
く
り

を
自
主
的
、
主
体
的
に
行
う

こ
と
」
を
趣
旨
と
し
、
町
民

か
ら
も
数
多
く
の
ア
イ
デ
ア

を
い
た
だ
い
た
中
で
、
平
成

元
年
度
に
お
い
て
事
業
計
画

と
し
て
ま
と
め
た
経
過
で
あ

る
。

　

観
光
客
な
ど
の
交
流
人
口

に
つ
い
て
は
、
本
町
に
訪
れ

た
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
に
よ
り
認
識
し
、
町
内
各

所
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
へ

立
ち
寄
る
行
動
が
想
定
さ
れ

る
が
、
夜
間
に
お
い
て
は
、

立
ち
寄
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
も
限

ら
れ
て
く
る
事
と
夜
間
点
灯

の
実
施
に
は
照
明
設
備
の
再

整
備
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

大櫛則俊 議員

                  Ｑ：ＰＲモニュメント三か所における　
　 　照明について再点灯の検討を

ら
、
年
配
の
方
々
は
景
気
の

良
い
時
代
を
思
い
出
し
、
現

在
の
若
い
人
達
が
み
た
ら
、

イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
等
と

思
っ
て
も
ら
え
る
効
果
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

栗山の国道・道道の出入口に設置されているＰＲモニュメント
（左から「はばたき」（桜丘）・「絆」（角田）・「ふるさと」（鳩山））

ら
、
活
用
方
法
や
費
用
対
効

果
等
含
め
、
あ
ら
た
め
て
調

査
・
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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　　ー議員報酬の改正原案は月額２４９，０００円ーー議員報酬の改正原案は月額２４９，０００円ー

　　　　  議員報酬の改正原案作成      までの経過と審査報告　　　　  議員報酬の改正原案作成      までの経過と審査報告

８８３，０００円

町長給料町長給料

× ５０日間（議会活動）+ ３６日間（議員活動）

議会・議員の活動日数議会・議員の活動日数

＝
町長の職務遂行日数町長の職務遂行日数

３０５日

２４８，９７７円

議員報酬額の算定式
１　議員報酬額について（原価方式を採用して算出）

報酬算定（案）

２　役職加算について

役　職 役職加算比率（倍） 報酬額（円） 差　額（円）現　行 改正案 現　行 改正案
議　長 1.53 1.60 300,000 398,000 98,000
副議長 1.22 1.30 239,000 324,000 85,000
委員長 1.08 1.15 212,000 286,000 74,000
議　員 － － 196,000 249,000 53,000

議員報酬額の現行額と改定額（原案）

３　改正時期について
次回改選後（令和９年５月任期開始）の議員から適用とする。

この算定結果から議員報酬額を、
２４９，０００円

とした。

一般会議一般会議 －「議員報酬」をテーマに各団体と意見交換－

●　議員報酬の引き上げは「魅力ある町政づくり」「議員のなり手
　　不足解消」にもつながる。町民から批判もあるかもしれないが、
　　逆に町政への関心を高める契機にもなるのでは。
●　町民の理解を得るには、各議員の活動内容を議会白書や議会
　　だよりで「見える化」することが重要。
●　議員として活動している人、していない人を一律で報酬をあ
　　げることはどうなのか。
●　報酬を上げるのと引き換えに町が発展していくのであれば意
　　義ある報酬増ではないか。
●　平成 11 年から上がっていないことに驚いた。極端に上がった
　　なと思うが、内容を聞くと仕方ないかなと思う。 意見交換の様子

　福祉・農業・商工・まちづくり・議員ОＢの団体の方々と意見交換を行いました。頂いた声の一部
をここでご紹介します。



町民意見を公募町民意見を公募
－あなたの意見をお寄せください－

くりやまぎかいだより№ 18519

議員の報酬に関する議員の報酬に関する

　　　　  議員報酬の改正原案作成      までの経過と審査報告　　　　  議員報酬の改正原案作成      までの経過と審査報告
▼議員報酬の改正原案作成までの経過
　栗山町の議員報酬は平成１１年から２５年間改正されていないことから、令和元年以降、改正に向け
た審議を重ねた。結果、増額すべきとの意見も多かったが、新型コロナウイルス感染症の影響等から町
民理解を得ることは困難であるとの判断から、令和４年度に報酬の現状維持を決定した。
　令和６年度より審議を再開し、様々な改正案について検討を重ねたが、改正案は合意形成に至らなか
った。このため、小委員会を設置し合意形成を目指した。

　本会議等の議会活動と、日常の議員活動を時間で集計し、町長
の給料から議員報酬の目安を算出する方法です。
　全国町村議会議長会が令和４年に示した手法です。
　「原価方式」の内容は、パブリックコメント募集の折込チラシを
ご覧ください。

解説

令和４年版「原価方式」とは？

特別委員会で小委員会から原案を報告

パブリックコメント

※締め切りは 11 月 14 日（金）

議会報告会議会報告会
－町民と意見交換－

　議員報酬の改正原案につい
て、町内３カ所（１０月 7 日・
角田農村環境改善センター、
１０月８日・カルチャープラザ
Ｅｋｉ、１０月９日・南部公民
館）において議会報告会を実施
し、町民の皆さんからご意見・
ご感想を頂戴しました。
　会場でのご意見については
次号（くりやま議会だより
No.186）で掲載いたします。

調査特別委員会調査特別委員会

栗山町特別職報酬等審議会栗山町特別職報酬等審議会

応募方法は、広報くりやま 11 月号に折込の
募集チラシまたは HP にてご確認ください。

ＨＰ
掲載
箇所

ご意見を伺ったのち、特別委員会において決定します。

▼小委員会の検討結果
　令和７年２月に設置された「報酬を考える小委員会」で、延べ５回にわたり議員報酬に関して調査を
実施。検討結果について藤本小委員長から調査特別委員会に報告がなされた。
　議員報酬は、町長給料に議員活動日数の割合を掛けて算出する「原価方式」に基づき試算を実施。議
会活動日数５０日間と自己申告による議員活動日数７２日間のうち、確実性の観点から５割（３６日間）
を採用し、合計８６日間として月額報酬を算出し、月額２４万９，０００円とした。（右表参照）
　報酬改正の時期は、令和９年５月以降の任期から適用すること。また、今後の議会の目指すべき姿と
して、議会活動の質的向上の観点から、主権者教育・議員のなり手対策への取組強化。財政への影響を
鑑み、議会費の削減。そのほか、議会活動の可視化として、第三者評価を含む議会評価や議員の自己評
価の公表などに取り組んでいくこと。今後においては議員活動量の調査を行い、報酬改正について調査・
検討をする場合は、原価方式による算定を参考とすることが報告された。
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場　所　東京都　LINE CUBE SHIBUYA（渋谷公会堂）

日　程　令和７年８月２８日

派遣議員　置田　武司・佐藤　則男

町民のみなさんに伝わる広報を目指して研修に参加

町村議会広報研修会報告

い
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　　
『
町
村
議
会
広
報
研
修
会

に
参
加
し
て
』

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ
（
渋
谷
公

会
堂
）
に
全
国
各
地
か
ら
約

９
０
０
名
の
議
員
や
議
会
事

務
局
職
員
が
参
加
し
て
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
、
動
画
、

広
報
紙
の
先
進
事
例
な
ど
広

報
の
多
様
な
側
面
を
伺
う
３

つ
の
テ
ー
マ
を
多
角
的
な
視

点
か
ら
学
ん
だ
。
ま
た
、
福

岡
県
大
刀
洗
町
議
会
の
広
報

紙
の
具
体
的
な
工
夫
を
伺

い
、
広
報
活
動
が
単
な
る
議

会
報
告
で
は
な
く
、
住
民
と

議
会
の
信
頼
関
係
を
築
き
、

住
民
の
政
治
参
加
を
促
す
た

め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る

と
い
う
認
識
を
再
確
認
し

た
。
さ
ら
に
、
研
修
で
得
た

知
見
を
広
報
小
委
員
会
や
事

務
局
内
で
共
有
し
て
、
今
後

の
広
報
活
動
に
活
か
し
た
い

と
思
う
。

　
　
　
　

 

（
佐
藤　

則
男
）

　
　
　
　

日
本
広
報
協
会
広
報
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
渡
川
修
一
氏
。

　

内
容
は
、
動
画
広
報
は
紙

面
、
文
字
、
文
章
で
は
伝
え

ら
れ
な
い
こ
と
を
伝
え
る
広

報
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
で
あ

る
と
し
て
、
一
人
で
も
出
来

る
簡
単
な
動
画
作
成
方
法
に

つ
い
て
、
撮
影
の
ル
ー
ル
、

カ
メ
ラ
前
で
の
話
し
方
、
編

集
作
業
に
つ
い
て
講
演
を
い

た
だ
い
た
。

③
「
議
会
活
性
化
と
連
動
し

た
広
報
づ
く
り
～
住
民
の
政

治
参
加
を
促
す
ツ
ー
ル
に

～
」

　

講
師
は
福
岡
県
大
刀
洗
町

議
会
議
会
広
報
委
員
会
委
員

長
平
山
賢
治
氏
。

　

内
容
は
、
議
会
だ
よ
り
の

発
行
に
つ
い
て
、
基
本
的
に

企
画
か
ら
取
材
、
執
筆
、
レ

イ
ア
ウ
ト
、
校
正
ま
で
議
員

が
一
貫
し
て
担
い
、
議
会
の

活
性
化
と
連
動
し
な
が
ら
住

民
と
の
双
方
向
型
の
紙
面
づ

く
り
を
意
識
し
て
い
る
点
や

広
報
紙
を
作
成
す
る
際
の
工

夫
や
編
集
の
流
れ
な
ど
に
つ

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
広

報
小
委
員
会
よ
り
２
名
が
参

加
し
、
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
研
修
を
受
講
し
た
。

①
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を

足
し
て　

読
ま
れ
る
広
報
紙

に
し
よ
う
」

　

講
師
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ラ
イ
タ
ー
丘
村
奈
央
子
氏
。

　

内
容
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

お
い
て
「
何
を
伝
え
た
い

か
」
や
「
読
者
に
し
て
ほ
し

い
行
動
」
等
の
目
的
を
明
確

化
し
、
記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト

や
文
字
数
を
確
認
す
る
こ
と

で
取
材
量
の
目
安
を
確
認
、

目
的
に
合
致
し
た
質
問
を
準

備
し
た
う
え
で
取
材
に
臨
む

こ
と
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
記
事
の
製
作
手
順
に
つ
い

て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

②
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活

用
し
た
撮
影
技
術
・
動
画
作

成
の
基
本
～
一
人
で
も
で
き

る
撮
影
ノ
ウ
ハ
ウ
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
撮
影
技
術
～
」

　

講
師
は
、
映
像
講
師
・
映

像
ク
リ
エ
イ
タ
ー
・（
一
社
）
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北海道町村議会議長会主催議員研修会北海道町村議会議長会主催議員研修会

　令和７年７月８日、札幌コンベンションセンター
において開催され、議員１１名が参加しました。
　西南学院大学法学部教授の勢一智子氏より「地方
議会における議員の多彩化に向けて―地域社会の
「鏡」としての議会を考える―」、人口戦略会議副議
長の増田寛也氏より「人口減少社会を生き抜くため
に」と題する講演をいただきました。
　『地方では、そもそも若者が少なくその投票率も
低い。地方議会に若者の声を反映させるためには、
議員の処遇改善や魅力ある議会づくりの方策を今後
も検討・実行していく必要性を感じた。』（堀　文彦）

空知町村議会議長会主催議員研修会空知町村議会議長会主催議員研修会

　令和７年７月 16 日、妹背牛町総合体育館におい
て開催され、議員１１名が参加しました。

　株式会社ダイゼン代表取締役社長の柴田貢氏より
「『DZ マート』地方部出店への取り組みについて」、
みずほ銀行旭川支店長杉山真司氏、渉外課結城郁哉
氏により「公設民営スーパー等（ライドシェア事業
を含む）の展開について」をテーマに講演をいただ
きました。

　『店舗二人体制で成立するローコストのオペレー
ションを実現するスーパーマーケットの話は、地方
で買い物難民をつくらない解決策の一つと実践事例
を学びました。』（端　師孝）

夕張市議会・栗山町議会　　　　　　
　　　　　　　　　合同議員研修会
　令和７年７月 25 日、夕張市石炭博物館において
開催され、議員１１名が参加しました。夕張市社
会教育課社会教育係学芸員の山口一樹氏より「振
り返る夕張と栗山の歴史的接点」をテーマに講演
をいただきました。
　『長年地域とともに歩み、文化財の重みを実感し
ました。次代の子ども達へふるさと遺産を守り、
伝えていきます。』（置田　武司）

T o p i c s
出来事・話題



Vol. ７　木
き

　藤
どう

　浩
こう

　ニ
じ

　さん

12 月定例会議の開会日

月　　 日～12 ９
議会の予定

　議会の予定は変更になる場合があ
ります。議会事務局または議会ホー
ムページでご確認ください。

 議会を見に行こう！

傍聴

くりやまぎかいだより№ 185
2025 年（令和７年）11 月１日発行

　皆さん、こんにちは。くりやまネイポジポカード会会長の木
藤浩二です。私は松風２丁目で「有限会社そらち」という会社
で、寝具・インテリア・貸ふとんの仕事を営んでおります。ど
うぞよろしくお願いします。
　１１月１日より、くりやまネイポジポカードが運用開始とな
ります。長年ご愛願いただいた栗夢カードのポイントサービス
やギフトカード事業を集約し、新たに「くりやまネイポジポカー
ド」として生まれ変わります。
　このカードは、従来のポイントカードやギフトカードに加
え、電子マネー機能を搭載し、より使いやすく便利にしました。
　さらに、栗山町行政と連携した「栗山行政ポイント事業（く
りポ）」も開始し、住民・事業者・行政が一体となって取り組
む事業として運営してまいります。
　昨今、少子化や人口減少、後継者問題などの課題があります
が、カードを通じて栗山町の元気なまちづくりと暮らしの応援
ができることを目指しています。
　カード名の「ネイポジポ」は、自然共生社会の実現を目指す
ネイチャーポジティブの理念に由来しており、地域の自然や生
活環境を大切にし、皆で考え行動することを広く理解いただき
たいとの思いを込めました。
　このカード会は、環境と経済の両立を目指し、地域全体の向
上に寄与しながら、次世代へ栗山町の活動をつなぐことを目標
としています。
　まだ可能性を秘めたカード事業ですが、１１月の運用開始を
機に、地域の皆様とともに、未来の可能性を広げてまいります。

12 月 ５日（金） 議会運営委員会
12 月 ９日（火） 12 月定例会議

　※全て９時３０分開会予定です

輝く栗山人 !
栗山町で頑張っている人をクローズアップ

「シン・カード誕生」

は議会活動にふれる最もは議会活動にふれる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ身近な方法です。皆さんの選んだ
議員の活動や町政の方針などを、議員の活動や町政の方針などを、
ぜひご覧ください。ぜひご覧ください。
　会議当日の受付で傍聴できます　会議当日の受付で傍聴できます
ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入
口まででお越しください。口まででお越しください。
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　★令和７年度の表紙のテーマは
　　　　　　　「輝く栗山人！」　です。　
　　栗山町で頑張っている人、団体が登場します。
　　次号もお楽しみに！　　　

（８月 26 日に設立したくりやまネイポジポカード会）


